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﹇
岐
阜
署
﹈
”郡
上
の
ナ
ー
八
幡
出
て
い
く
と

き
は
雨
も
降
ら
ぬ
に
袖
し
ぼ
る
“
を
代
表
歌
詞

と
す
る
郡
上
踊
り
で
名
高
い
八
幡
町
、
そ
の
八

幡
町
を
見
守
る
よ
う
に
そ
び
え
る
山
が
東
殿
山

で
す
。

東
殿
山
へ
は
、
以
前
は
道
が
険
し
く
登
山
者

も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
環
境
保

全
整
備
事
業
に
よ
り
遊
歩
道
、
展
望
台
な
ど
整

備
し
た
こ
と
か
ら
、
長
良
川
流
域
で
は
数
少
な

い
天
然
林
が
広
が
り
、
ヒ
ノ
キ
や
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、

ヒ
メ
コ
マ
ツ
な
ど
大
木
の
下
に
は
、
太
平
洋
型

と
日
本
海
型
の
植
物
が
数
多
く
自
生
し
、
そ
の

中
で
生
き
る
鳥
や
昆
虫
と
出
会
え
る
絶
好
の

「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
空
間
」
と
な
り
ま
し
た
。

登
山
道
は
乙
姫
谷
ル
ー
ト
、
赤
谷
ル
ー
ト
、

愛
宕
山
三
十
三
間
道
ル
ー
ト
の
三
ル
ー
ト
あ

り
、
何
れ
も
一
時
間
か
ら
二
時
間
の
コ
ー
ス
で

す
。
途
中
に
は
、
戦
国
時
代
（
一
五
四
一
年
）

に
東
常
慶
氏
に
よ
り
築
か
れ
、
そ
の
後
（
一
五

五
九
年
）
対
岸
の
八
幡
山
に
陣
を
構
え
た
遠
藤

盛
数
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
赤
谷
山
古
城
（
東
殿
山

城
）
の
石
垣
跡
や
、
水
飲
み
場
跡
の
石
垣
に
歴

史
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
山
頂
付
近
か
ら
は
対
岸
に
八
幡
城
の

天
守
閣
を
、
眼
下
に
は
小
駄
良
川
、
吉
田
川
、

長
良
川
に
囲
ま
れ
た
八
幡
市
街
地
を
眺
め
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

日
本
名
水
百
選
の
第
一
号
に
指
定
さ
れ
た
宗

祇
水
を
は
じ
め
数
々
の
湧
水
、
用
水
が
生
活
に

密
着
し
た
情
緒
あ
る
町
並
み
を
形
成
し
て
い
る

八
幡
町
に
お
越
し
の
時
は
チ
ョ
ッ
ト
足
を
延
ば

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇
ア
ク
セ
ス

長
良
川
鉄
道
「
郡
上
八
幡
駅
」
下
車
徒
歩
約

十
五
分
で
登
山
口

﹇
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
﹈
明
治
時
代
か
ら
ヒ

ノ
キ
や
ス
ギ
の
植
栽
が
行
わ
れ
、
人
工
林
率
九

十
四
％
の
優
良
な
林
分
と
な
っ
て
い
る
七
宗
国

有
林
に
設
定
し
て
い
る
こ
の
試
験
地
で
は
、
初

回
の
間
伐
か
ら
柱
適
材
径
級
（
胸
高
直
径
二
十

㎝
以
上
）
を
選
木
す
る
収
入
間
伐
を
繰
り
返
し

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収
益
の
増
大
や
資
源

の
有
効
利
用
を
図
り
つ
つ
複
層
林
を
造
成
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

複
層
林
と
し
て
樹
下
植
栽
し
た
造
林
木
に
つ

い
て
も
、
柱
材
生
産
を
指
向
す
る
施
業
を
行
い
、

ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る
柱
材
生
産
を
最
多
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
試
験
地
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
ヒ
ノ
キ
を

植
栽
し
た
四
十
五
年
生
の
林
分
で
す
が
、
平
成

十
六
年
に
二
回
目
の
収
入
間
伐
を
行
い
一
定
の

成
果
を
得
た
の
で
、
過
去
の
生
長
量
な
ど
の
デ

ー
タ
を
分
析
し
残
存
木
の
生
長
に
よ
る
将
来
の

柱
適
材
の
収
穫
予
測
を
行
い
、
三
回
目
の
間

伐
・
福
層
伐
・
受
光
伐
・
主
伐
に
向
け
経
過
等

の
観
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

柱
適
材
生
産
を
明
確
な
目
的
と
し
て
の
施
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
劣
勢
木
の
肥
大
生

長
に
よ
り
利
用
で
き
る
立
木
が
増
大
す
る
こ

と
、
初
回
間
伐
か
ら
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
保

育
作
業
の
効
率
化
が
図
れ
る
こ
と
、
ま
た
非
皆

伐
型
施
業
と
な
る
こ
と
か
ら
公
益
的
機
能
の
発

揮
に
期
待
が
で
き
ま
す
。

当
局
管
内
に
お
い
て
は
、
岐
阜
県
南
部
か
ら

愛
知
県
に
か
け
て
都
市
近
郊
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林

が
広
く
点
在
し
、
そ
の
多
く
は
保
安
林
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
指
定
さ
れ
、
公
益
的
機

能
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
課
題
の
施

業
方
法
も
施
業
コ
ス
ト
の
低
減
化
と
併
せ
て
活

用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
所
在
地：

岐
阜
県
加
茂
郡
七
宗
町

七
宗
国
有
林
一
二
一
九
林
小
班

試
験
地
の
調
査
デ
ー
タ
な
ど
は
、「
森
林
技

術
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
。
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◇
東
殿
山

実
験
林
・
試
験
地
等
紹
介 

「
柱
適
材
生
産

柱
適
材
生
産
の
た
め
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間
伐
施
業
試
験

　
　
　
　
　
　
間
伐
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業
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験
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「
柱
適
材
生
産
の
た
め
の 

　
　
　
　
　
　
間
伐
施
業
試
験
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第
一
回 

▲2回目の収入間伐後
の試験地

▼人工林率94％の七宗国有林
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